
秘跡
（サクラメント）

目に見えない恵みの
目に見えるしるし



質問

「見えないものが見えるようになった」

何を思い浮かべますか？



スキレベークス著

「キリスト神との出合いの秘跡」
Christ The Sacrament of The Encounter with God



イエス・キリスト ＝ 原秘跡
（primoｒdial sacrament)



～秘跡を探し求める存在としての人間～
Humanity in search of the sacrament of God



～秘跡を探し求める存在としての人間～

1．原始的宗教・異教徒において
↓

2．イスラエルの民において（旧約）
↓

3．キリスト教において（新約）



秘跡は「物事」ではなくて「出会い」なのです。

things encounters

（同書４４ページ）



典礼聖歌143 （詩編92）

♪たて琴をかなで楽の音に合わせて
わたしは神をほめ歌う

♪･･･心の鈍い者にはわからず
愚かな者には悟れない



スピリチュアル・ディバイドを越えて
－パウロ書簡に見られる霊的格差解消思想－



スピリチュアル・ディバイドを越えて
－パウロ書簡に見られる霊的格差解消思想－

インターネットが普及し始めたころ、デジタル・ディバイド（情報

格差）ということが言われていた。パソコンなどの情報機器やその操

作技術を持つ者に対して、それらを持たない者が社会的不利益を被っ

てしまうことが危惧されていたのである。この論文のタイトルに掲げ

たスピリチュアル・ディバイドという言葉はこのデジタル・ディバイ

ドを応用したものである。スピリチュアル・ディバイドとは霊的な体

験が豊かな者とそうでない者との格差、すなわち霊的格差と言っても

よいだろう。･･････



スキレベークス

「キリスト 神との出合いの秘跡」におけるキーワード

見える! (visible)

さわれる! (tangible)

物体としてここにちゃんとある！（実物性） (corporeality)

いつもちゃんと使える！（可用性） (availability)

地上で！ (earthy)

肉体！ (bodiliness)



受肉 incarnation

イエス・キリスト ＝ 原秘跡
primoｒdial sacrament



下り仲介 down from above

天の父

↓

イエス(愛を示す）

---------↓------------

人

神として人に愛を示す

上り仲介 up form below

天の父

------↑-------

イエス（礼拝を捧げる）

↑

人

人として神に礼拝を捧げる



「神はキリストによって私たちをご自分と和解させ

た」(Ⅱコリント5:18)。私達が贖いについて考察す

るときには、この聖句がいつも基礎となっていなけ

ればならない。

（同書２０ページ）



父なる神はイエス・キリストによって

私達人間をご自分と和解させた！(Ⅱコリント5:18)

▼

贖いの神秘 Redemption

キリストがご自身を犠牲として捧げて私達の罪が贖われる



自分の人生を奉納物として神に捧げるということこそ、

すべての宗教生活の真髄であり、キリストがご自分を犠

牲として神に捧げたということには、私達の人生の範型

が示されているわけだし、このことに関連して、私達が

心に留めておかなくてはいけないことは、自分自身を生

け贄として捧げ物とすることができるために、キリスト

はまさしく人になったという点である。（30~31頁）



神はキリストによって私たちをご自分と和解させた

(Ⅱコリント5:18)



聖書のあらゆる頁には私達がキリストの血によって贖われた

ことが記されている。このことは、生け贄になったキリストを

精神的な事柄にしてしまうことは不可能であることを示してい

るし、生け贄になったキリストというこの現象から、愛の行い

とは何かというような純粋に内面的な説明を導き出すことも不

可能であることをも示している。もちろん間違いなくキリスト

の生け贄は愛の行いなのだが、それは血を流した肉体としての

生け贄という、具体化したものであった。（22頁）



It is impossible to “spiritualize” Christ’s sacrifice．



受肉 incarnation

イエス・キリスト ＝ 原秘跡
primoｒdial sacrament



↓先在
↓受胎 ▼（受肉…受胎や誕生の瞬間だけではない）

↓誕生 ▼ To be man is a process of becoming man.

↓地上の生 ▼
↓十字架死 ▼
↓冥府に下る ？
↓復活 ▼
↓弟子に出現 ▼
↓昇天 ▼ ▽（受肉の天的延長・拡大・継続）

↓父の右の座 ▽ prolongation   extension  continual

↓聖霊降臨 ▽ そしてそれは地上に延長・拡大・継続→教会

↓再臨 ▽



キリストはかつて地上で同時代の人々に直接その体をもって出

会っていたのとは違うが、でも、「天的なからだ」としてのリア

リティを、目に見える形でこの地上に延長することによって、今

も、私達の中で、目に見える、触れる、そのように現存している

のである。すなわち、私達の秘跡は、「主のからだ」のこの地上

への延長なのである。（同書43ページ）

私達には見えない天的な救いの行為が秘跡においては見えるも

のとなっている。（同書44ページ）



秘跡は「物事」ではなくて「出会い」なのです。

things encounters

（同書４４ページ）



スキレベークス

「キリスト 神との出合いの秘跡」におけるキーワード

見える! (visible)

さわれる! (tangible)

物体としてここにちゃんとある！（実物性） (corporeality)

いつもちゃんと使える！（可用性） (availability)

地上で！ (earthy)

肉体！ (bodiliness)


